
　１月1日16時10分に、石川県能登
半島にある鳳珠郡穴水町の北東42㎞
を震央として発生した地震。観測され
た最大震度は、石川県輪島市と羽咋郡
志賀町で観測された震度７、ニュース
などで現地の様子を見て、13年前の
東日本大震災が思いだされました。 
　私は、１月30日（火）～２月３日（土）まで石川県珠洲
市に第４救護班として盛岡赤十字病院長、看護師長、
看護師（２名）、薬剤師、主事（２名）、支部連絡調整員

の９名で活動してまいりまし
た。車から現地までの風景
は、住宅が倒壊、道路には深
い亀裂や陥没があり、断水も
続いておりました。もし、自
分がこのような状況になった

らと考えると、本当に心が痛みました。主な活動内容
として、珠洲市にあるすずなり
救護所にて診療を行いました。
まだ、病院が再開されていない
ところもあるため、１日30名前
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私たちは、人道・公平・奉仕の赤十字精神に則り、
利用者の人権と福祉を守ることを第一に、
安心で安全な施設づくりを目指します。 ・聞き上手になりませんか？

・看取り講演会

Topics

通信欄

うぐいすの声

ひなまつり

ご協力ありがとう
ございました

●目時　とも子　様
●七海　敏之　 様
●御明神小学校　体育・ボランティア委員会　様
●黒沢　整子　 様
●岡本　幸次　 様

　いつも広報誌を読んでいただきありがとござ
います。今年は雪が少なく通勤する私たちには
とてもよかったですが・・・・岩手で降らない
代わりに関東で大雪・・・沿岸でも大雪でした
ね。雪の少ない夏はどうなるのでしょう。正月
早々に石川県で震災があり鶯鳴荘から相談係長
が支援に参加されました。普段からテキパキ働
く相談係長・・・活躍して下さったようです。
東北大震災がありましたね。最近いろんな箇所
で地震が起きています。つい忘れがちですが普
段から防災の準備・心構えをしていきたいもの
です。

編集後記

令和6年能登半島地震日赤救護活動に参加して 

後の方々が、発熱や定期薬がな
くなったと受診されました。医
師、看護師、主事の皆さんは温
かい言葉をかけられ、寄り添い
ながら対応していました。本当
に関心させられました。患者さ
んからは、「ありがとうござい
ました。助かりました。」とお
言葉をいただきました。私は、
支部連絡調整員と現地までの時
間調整、食事の準備や使用する物の確認、搬送など
間違えのないよう、救護班の方々が少しでも活動し
やすいよう行動しました。４班の皆さんは、それぞ
れ自分の役割をしっかり行い、声を掛け合いなが
ら、珠洲市の皆さんに対応しました。宿では、他の
日赤救護班と一緒になり、チームワーク良く生活す
ることができました。あっという間でしたが、石川
県の方々に少しでも支援できていればうれしいで
す。これからも、復興まで日赤の支援は続くと思い
ますが、オール日赤、日赤岩手の一員として活動し
ていきたいと思います。 

〒020-0573  雫石町南畑第32地割15-30
TEL 019-695-2473 FAX 019-695-2576
E-mail  oumeisou@oumeisou.jrc.or.jp
ホームページURL http://www.oumeisou.jrc.or.jp

特別養護老人ホーム日赤鶯鳴荘
うぐいすの声　第149号　2024.3

日赤鶯鳴荘 検索

生活相談係長　藤本　勝也
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暖
冬
と
は
い
え
、
朝

晩
の
寒
さ
が
身
に
沁
み

た
毎
日
も
徐
々
に
和
ら

ぎ
、
ゆ
る
や
か
な
日
差

し
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ

ら
れ
る
季
節
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。 

　
春
の
訪
れ
と
共
に
気

持
ち
も
前
向
き
に
な
る

今
日
こ
の
頃
で
す
。
さ

て
、
今
年
は
辰
年
。
辰
年
は
物
事
が
成
長
・

発
展
し
形
を
成
す
、
そ
ん
な
年
に
な
る
と
い

わ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
今
年
の
辰
年
は

甲
辰
と
い
わ
れ
「
こ
れ
ま
で
コ
ツ
コ
ツ
と
蓄

え
ら
れ
た
学
び
が
芽
を
出
し
、
活
力
に
満
ち

た
草
木
の
よ
う
に
伸
び
て
努
力
の
花
を
咲
か

せ
る
」
「
今
ま
で
準
備
し
て
き
た
こ
と
が
形

に
な
る
」
と
の
こ
と
。

　
本
年
は
今
ま
で
の
コ
ロ
ナ
禍
で
じ
っ
と
耐

え
て
き
た
も
の
が
実
を
結
び
、
ご
利
用
者

様
、
ご
家
族
様
に
と
っ
て
よ
り
良
い
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
ご
期
待
に
添
え
ら
れ
る
よ
う
、

一
層
精
進
し
て
参
り
ま

す
。

　
天
翔
け
る
竜
が
如
く

飛
躍
の
年
に
な
り
ま
す

よ
う
に
。 

　
１
月
新
年
会
、
書
初
め
、
２
月

節
分
で
活
動
内
容
を
写
真
で
お
伝

え
し
ま
す
。
中
旬
に
は
コ
ロ
ナ
感

染
の
た
め
、
休
業
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
に
な
り
皆
様
に
ご
迷
惑
お

か
け
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
感
染

対
策
を
行
い
な
が
ら
ご
利
用
者 

様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

デイサービス

　
感
染
対
策
を
行
い
な
が
ら
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

写
真
で
お
伝
え
し
ま
す
。

居宅介護支援
事業所
居宅介護支援
事業所
居宅介護支援
事業所だよりだより

それ！はいれ！

やんべだなあ

節　　分

新年会で
初笑い

豆100個
食べれるかなー

えーい
ストレス発散

おらも青鬼じゃ

わたくしは赤鬼です

鬼はこっそり
逃げていく

鬼退治

素敵な
笑顔

う
ま
く
で
き
る
か
な
・
・
・

青
鬼
じ
ゃ
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誕生者紹介コーナー誕生者紹介コーナー
おめでとうございます。これからもお元気で（●＾o＾●）

1月
生まれ

3月
生まれ

2月
生まれ

瀬川　ヨシさん
[昭和4年1月16日 95歳］
瀬川　ヨシさん
[昭和4年1月16日 95歳］

髙橋　良子さん
[昭和11年1月1日 88歳］
髙橋　良子さん
[昭和11年1月1日 88歳］

黒沢晋三郎さん
[昭和19年1月29日 80歳］
黒沢晋三郎さん
[昭和19年1月29日 80歳］

米澤トミノさん
[昭和8年1月1日 91歳］
米澤トミノさん
[昭和8年1月1日 91歳］

高橋　祐一さん
[昭和13年2月1日 86歳］
高橋　祐一さん
[昭和13年2月1日 86歳］

村田　シゲさん
[昭和4年2月5日 95歳］
村田　シゲさん
[昭和4年2月5日 95歳］

白木ヨシエさん
[昭和12年3月29日 87歳］
白木ヨシエさん
[昭和12年3月29日 87歳］

土井リキ子さん
[昭和9年3月29日 90歳］
土井リキ子さん
[昭和9年3月29日 90歳］

工藤　玲子さん
[昭和6年3月31日 93歳］
工藤　玲子さん
[昭和6年3月31日 93歳］

坂井　輝子さん
[昭和14年3月10日 85歳］
坂井　輝子さん
[昭和14年3月10日 85歳］

小田島フミさん
[昭和2年3月7日 97歳］
小田島フミさん
[昭和2年3月7日 97歳］

木村　マツさん
[昭和7年3月12日 92歳］
木村　マツさん
[昭和7年3月12日 92歳］

齊藤シズエさん
[昭和15年3月1日 84歳］
齊藤シズエさん
[昭和15年3月1日 84歳］

川口　トシさん
[昭和9年3月10日 90歳］
川口　トシさん
[昭和9年3月10日 90歳］

米澤ユミ子さん
[昭和11年3月2日 88歳］
米澤ユミ子さん
[昭和11年3月2日 88歳］

上村キヨノさん
[昭和4年3月20日 95歳］
上村キヨノさん
[昭和4年3月20日 95歳］

清水美和子さん
[昭和7年3月2日 92歳］
清水美和子さん
[昭和7年3月2日 92歳］

細川久四郎さん
[昭和7年1月25日 92歳］
細川久四郎さん
[昭和7年1月25日 92歳］

深澤　スメさん
[昭和13年1月5日 86歳］
深澤　スメさん
[昭和13年1月5日 86歳］

延足　タエさん
[昭和9年1月28日 90歳］
延足　タエさん
[昭和9年1月28日 90歳］

松橋　藤江さん
[昭和8年1月14日 91歳］
松橋　藤江さん
[昭和8年1月14日 91歳］

根澤タミエさん
[昭和21年2月18日 78歳］
根澤タミエさん
[昭和21年2月18日 78歳］
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人
は
誰
か
に
優
し
く
さ
れ
る

と
、
優
し
さ
で
お
返
し
し
た
く
な

り
ま
す
。
心
理
学
で
は
「
返
報
性

の
法
則
」
と
言
い
ま
す
。
例
え
ば

「
雨
が
降
っ
て
い
る
」
と
言
わ
れ

た
時
、
あ
な
た
は
何
と
答
え
る
で

し
ょ
う
か
。「
う
ん
」
一
言
で
答

え
て
い
ま
せ
ん
か
？
表
情
や
声
の

ト
ー
ン
か
ら
「
雨
の
日
は
憂
鬱
」

と
気
持
ち
を
く
み
取
れ
ば
「
そ
う

だ
ね
。
う
っ
と
う
し
い
ね
」
と
返

す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
か
？
本
音

の
会
話
を
す
る
こ
と
で
視
野
や
知

識
が
広
が
り
、
親
身
に
聞
く
こ
と

で
信
頼
さ
れ
好
か
れ
る
よ
う
に
な

り
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。 

●
聞
き
上
手
さ
ん
の
特
徴 

　
心
を
ひ
ら
い
て
話
を
聞
く
こ

と
。
相
手
の
言
い
た
い
こ
と
を
理

解
し
き
め
つ
け
ず
わ
か
ろ
う
と
す

る
。
笑
顔
で
最
後
ま
で
は
な
し
を

聞
き
な
が
ら
相
手
の
感
情
ま
で
も

察
す
る
事
が
で
き
、
さ
ら
に
自
分

の
意
見
は
横
に
お
い
て
い
る
。 

●
聞
き
下
手
さ
ん
の
特
徴 

　
話
に
関
心
が
な
い
。
結
論
を
急

ぎ
た
が
り
、
相
手
の
話
を
否
定
す

る
。
人
の
話
を
疑
い
、
相
手
の
感

情
に
は
鈍
感
で
あ
り
色
眼
鏡
で
決

め
つ
け
る
。 

　
こ
の
様
に
比
べ
て
み
る
と
「
な

る
ほ
ど
・
・
・
」
と
思
い
ま
す
。

聞
き
上
手
さ
ん
の
真
似
を
し
て
み

ま
せ
ん

か
？ 

　
近
年
、
大
規
模
な
地
震
や
豪
雨

な
ど
の
自
然
災
害
が
多
発
し
て
お

り
、
災
害
に
よ
り
普
段
飲
ん
で
い

る
薬
が
病
院
に
届
か
な
く
な
る
心

配
が
あ
り
ま
す
。
い
つ
も
の
薬
を

急
に
服
用
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま

う
と
、
お
薬
の
種
類
に
よ
っ
て

は
、
そ
の
反
動
で
病
気
の
症
状
が

服
用
前
よ
り
も
悪
化
し
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
高
血
圧
の
患
者
さ
ん

が
、
血
圧
を
下
げ
る
薬
を
急
に
止

め
る
と
、
血
圧
が
急
激
に
上
昇
し

て
し
ま
い
危
険
で
す
。
喘
息
の
患

者
さ
ん
で
は
、
症
状
の
悪
化
に
よ

り
発
作
が
起
き
て
し
ま
う
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
災
害
が
起
き
て
す
ぐ

は
、
薬
の
入
手
が
難
し
い
場
合
が

あ
る
た
め
、
少
な
く
と
も
３
日
分

の
薬
の
予
備
は
必
要
で
す
。
ま

た
、
他
の
病
院
を
受
診
す
る
事
に

な
っ
て
も
飲
ん
で
い
る
薬
が
わ
か

る
よ
う
に
お
薬
手
帳
や
、
そ
の
コ

ピ
ー
が
あ
る
と
安
心
で
す
。

話をきいてほしかったら、まず話を聞こう
介　護

災害時のお薬
医　務

　
２
月
23
日（
金
）に
当
園
の
地
域

交
流
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
師
に
盛
岡
赤
十
字
病
院
か
ら
、

総
合
内
科
村
井
先
生
、
皮
膚
・
排

泄
ケ
ア
認
定
看
護
師
毛
利
看
護
師

２
名
を
講
師
に
お
招
き
し
て
、
講

演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
施
設
で
の
看
取
り
の
取
組
み
や

床
ず
れ
予
防
法
な
ど
詳
し
く
ご
説

明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
家

族
様
か
ら
は
、「
も
っ
と
早
く
、先

生
、看
護
師
さ
ん
の
話
を
聞
く
こ
と

が
で
き
れ
ば
、悩
む
こ
と
が
な
か
っ

た
。気
持
ち
が
軽
く
な
っ
た
。」な

ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
当
園
で
看
取
り
希
望
さ

れ
た
ご
家
族
様
（
畠
山
さ
ん
、
菅

野
さ
ん
）
か
ら
の
感
想
な
ど
を
お

話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加

し
た
職
員
か
ら
、「
家
族
の
思
い
、

感
想
な
ど
を
直
接
聞
く
機
会
を
頂

き
、
大
変
有
意
義
な
研
修
会
で

あ
っ
た
」
旨
の
感
想
が
あ
り
ま
し

た
。
私
達
の
仕
事
へ
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
も
上
が
り
ま
し
た
。
今
後

も
、
継
続
し
て
皆
様
と
一
緒
に
介

護
に
つ
い
て
考
え
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
ご
家
族
様
や
地
域
の
方
々
、
関

係
機
関
の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

　
嚥
下
調
整

食
と
は
、
高

齢
者
や
障
が

い
者
な
ど
の

嚥
下
機
能
が

低
下
し
た
人

に
配
慮
し
て
、
軟
ら
か
さ
や
お
食

事
形
態
を
調
整
し
た
飲
み
込
み
や

す
い
食
事
の
こ
と
で
す
。

　
鶯
鳴
荘
で
は
、
嚥
下
調
整
食
分

類
の
対
応
は
可
能
で
す
の
で
、
入

居
者
様
の
お
食
事
内
容
を
多
職
種

と
連
携
し
な
が
ら
提
供
し
て
い
ま

す
。

　
詳
し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
方

は
、
日
赤
鶯
鳴
荘
栄
養
係
ま
で
ご

連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令和５年度 日赤鶯鳴荘入所説明会・
看取り研修会を開催しました。

相談部門
嚥下調整食って聞いたことありますか？

栄　養
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　１月1日16時10分に、石川県能登
半島にある鳳珠郡穴水町の北東42㎞
を震央として発生した地震。観測され
た最大震度は、石川県輪島市と羽咋郡
志賀町で観測された震度７、ニュース
などで現地の様子を見て、13年前の
東日本大震災が思いだされました。 
　私は、１月30日（火）～２月３日（土）まで石川県珠洲
市に第４救護班として盛岡赤十字病院長、看護師長、
看護師（２名）、薬剤師、主事（２名）、支部連絡調整員

の９名で活動してまいりまし
た。車から現地までの風景
は、住宅が倒壊、道路には深
い亀裂や陥没があり、断水も
続いておりました。もし、自
分がこのような状況になった

らと考えると、本当に心が痛みました。主な活動内容
として、珠洲市にあるすずなり
救護所にて診療を行いました。
まだ、病院が再開されていない
ところもあるため、１日30名前
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私たちは、人道・公平・奉仕の赤十字精神に則り、
利用者の人権と福祉を守ることを第一に、
安心で安全な施設づくりを目指します。 ・聞き上手になりませんか？

・看取り講演会

Topics

通信欄

うぐいすの声

ひなまつり

ご協力ありがとう
ございました

●目時　とも子　様
●七海　敏之　 様
●御明神小学校　体育・ボランティア委員会　様
●黒沢　整子　 様
●岡本　幸次　 様

　いつも広報誌を読んでいただきありがとござ
います。今年は雪が少なく通勤する私たちには
とてもよかったですが・・・・岩手で降らない
代わりに関東で大雪・・・沿岸でも大雪でした
ね。雪の少ない夏はどうなるのでしょう。正月
早々に石川県で震災があり鶯鳴荘から相談係長
が支援に参加されました。普段からテキパキ働
く相談係長・・・活躍して下さったようです。
東北大震災がありましたね。最近いろんな箇所
で地震が起きています。つい忘れがちですが普
段から防災の準備・心構えをしていきたいもの
です。

編集後記

令和6年能登半島地震日赤救護活動に参加して 

後の方々が、発熱や定期薬がな
くなったと受診されました。医
師、看護師、主事の皆さんは温
かい言葉をかけられ、寄り添い
ながら対応していました。本当
に関心させられました。患者さ
んからは、「ありがとうござい
ました。助かりました。」とお
言葉をいただきました。私は、
支部連絡調整員と現地までの時
間調整、食事の準備や使用する物の確認、搬送など
間違えのないよう、救護班の方々が少しでも活動し
やすいよう行動しました。４班の皆さんは、それぞ
れ自分の役割をしっかり行い、声を掛け合いなが
ら、珠洲市の皆さんに対応しました。宿では、他の
日赤救護班と一緒になり、チームワーク良く生活す
ることができました。あっという間でしたが、石川
県の方々に少しでも支援できていればうれしいで
す。これからも、復興まで日赤の支援は続くと思い
ますが、オール日赤、日赤岩手の一員として活動し
ていきたいと思います。 
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